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名誉会員に推挙されて 

 飽戸 弘 

この度は，2016年度名誉会員にご推挙いただき，

たいへん光栄に思っています．この機会に，筆者

の本学会とのかかわり，想い出とともに，今まで

の研究生活についても，いくつか付記させていた

だきたいと思います． 

学会とのかかわりでは，なんといっても学会に

参加したのが最大の出来事でしょう．あるとき林

知己夫先生となにかのお仕事でご一緒したとき，

先生から「今度行動計量学会の集まりがあるから

来てみませんか」と誘われました．以前から行動

計量学会には関心は持っていましたので「はい」

と答えてしまいました．伺ってみたら後の理事会

のようなもので，当時の錚々たる会員の皆さんが

いて，来年度の各委員会の委員長を決める会でし

た．その席で突然林先生から「飽戸君，運営委員

長をやってもらおうか」と言われ，どんな大役か

も知らず，「はい」と答えてしまいました．こうし

て1979年から1985年まで6年間，新参者の私

が，何とか運営委員長を務めさせてもらいました

が，たいへんでした．でも林先生から信頼されて

のことと，頑張りました．学会の事情もだいぶ学

べました．これが学会での最初の経験でした． 

第2は，本学会の理事長に選出されたことでし

ょう．運営委員長退任以後は，ほかの学会も忙し

く，あまり熱心な会員ではありませんでしたが，

理事会にはほぼ欠かさず出席していました．そん

なとき突然，理事長に選出されてしまいました．

2006年2月頃だったかと思いますが，学会理事

会の席から電話が入りました．その日はたまたま

風邪をひいてしまい，自宅で臥せっていましたが，

小生が理事長に選出されたが引き受けてくれるか，

という電話で，大いに迷いましたが，やはり選ば

れた以上，やってみようと決心し，お引き受けす

ることにしました．当時（今もそうですが），行動

計量学会は数理統計・統計数学関連の研究が主流

で，社会調査や社会科学関連はたいへん寂しい状

況でしたので，この分野を少しでも活性化したい，

という思いでお引き受けしたことを覚えています．

第 6代理事長として，2006年から2012年までの

6年間，理事長を務めることになりました． 

理事長時代の一番の想い出は，なんと言っても，

2008年の「学会創立 35周年記念事業」の実現で

した．特に長年の懸案であった「創立 35周年記念

誌」の出版では，超突貫工事で企画が進み，約 80

名の会員，元会員が，学会にまつわる思い出や将

来への抱負などを寄せて下さり，学会の貴重な記

録が完成しました．今もホームページからアクセ

スできますので，是非ご覧ください． 

理事長を終えた翌年，林知己夫賞（功績賞）を

いただいたのも身に余る光栄でした． 

 第3は，社会調査協会の設立です．小生が本学

会の理事長になった翌々年の 2008 年，日本社会

学会，日本教育社会学会，日本行動計量学会の 3

学会が核となって，一般社団法人社会調査協会が

発足しました．これは本学会に社会科学・社会調

査系の研究を広げたいという小生の夢と一致する

事業でした．毎年 3000 人ほどの大学生が社会調

査士の資格を取って卒業していきます．こんな頼

もしい話はありません．その後，小生も 2012 年

から 2016 年まで，行動計量学会からの代表とし

て，社会調査協会第2代理事長を拝命することに

なりました． 

 学会との思い出はこのくらいにして，小生の研

究歴についても，一言，追記させて下さい． 
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 小生の専門は，「社会心理学，社会調査法，コミ

ュニケーション研究」，と紹介されています．もう

少し具体的には，東大時代は，学部の社会心理学

概論では，政治心理学と経済心理学を隔年で教え

ていました．従って小生の教え子には，政治心理

学者と経済心理学者の2系列の皆さんがおり，小

生の良き研究仲間として，なにかと小生を助けて

くれました．コミュニケーション研究の分野では，

かつてはテレビ研究が中心でしたが，現在は放送

と通信の融合・連携への関心から，通信（ケータ

イ，インターネットなど）の研究も，中心課題の

一つです．いずれも社会調査と統計解析を活用し

た社会心理学的研究です． 

 小生には二人の恩師がおられます．社会心理学

の池内一先生と，統計数学・社会調査の林知己夫

先生です．池内先生からは学問の厳しさ，そして

調査に対する緻密で真摯な姿勢を学びました．林

先生からは，調査の根幹から統計解析の基礎まで，

懇切な指導を賜りました．このお二人の師に恵ま

れたことが，小生のいちばんの幸運でした．両先

生の薫陶と良き研究仲間に恵まれたことが，今日

までの私のすべての研究と社会活動の基盤になっ

ており，いまも，心より感謝しています． 

 

飽戸弘（あくと・ひろし） 

東洋英和女学院大学名

誉学長，東京大学名誉

教授 

日本行動計量学会名誉会

員・元理事長，日本社会心

理学会名誉会員・元常務理

事，社会調査協会理事・前

理事長，NTTドコモモバイ

ル社会研究所理事長・所長，放送倫理・番組向上機構(BPO) 

前理事長． 

 

役員異動のお知らせ 

以下のように学会役員に異動がありました． 

 

・学会賞選考委員会委員長 

村上 隆（退任） 

足立 浩平（就任） 

 

 日本行動計量学会第45回大会のお知らせ 

 

大会実行委員長 

西川 浩昭（静岡県立大学） 

 

 前回の会報でお知らせいたしましたが，第 45

回大会を静岡県立大学で開催いたします．各種日

程がほぼ固まりましたので以下にお知らせいたし

ます 

 

○大会開催要項 

日 時：2017年8月29日(火)～9月1日(金) 

場 所：静岡県立大学谷田キャンパス（静岡県静岡

市駿河区谷田52-1） 

（4月以降草薙キャンパスへ改称予定） 

アクセス： 

http://www.u-shizuoka-ken.ac.jp/outline/access/ 

 

○大会日程： 

1/23（月） Web公開 

3/1（水）  特別セッション，ラウンドテーブル

の企画募集開始 

4/3（月）  大会参加事前申込，一般発表申込，

抄録原稿受付，チュートリアルセミナー参加申込，

各種開始 

4/27（木） 特別セッション，ラウンドテーブル

企画募集締め切り 

6/1（木）  一般研究発表申込締め切り 

6/19（月） 抄録原稿提出締め切り 

6/30（金） 速報版プログラムのウェブ公開予定 

7/28（金） プログラム冊子送付予定 

8/4（金）  事前参加申込締め切り 

8/8（火）  事前参加費振込み締め切り 

8/29（火）～9/1（金） 第45回大会（29日はチ

ュートリアルセミナー） 

※ 諸事情により変更があるかもしれません 

 

○チュートリアルセミナー 

 以下の二つのコースを予定しています． 

テーマA 

講師： 竹村 和久 先生（早稲田大学） 

題目： 行動意思決定論と過程追跡技法 

 

http://www.u-shizuoka-ken.ac.jp/outline/access/
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テーマB 

講師： 斉藤 和巳 先生（静岡県立大学） 

題目： ソーシャルネットワーク上での情報拡散モデ

ルと推定技法 

 

＊内容，題目などは，変更になる場合があります． 

最新情報については確定次第メーリングリストでお

知らせします． 

 

特別セッションの企画，一般研究発表，参加申

し込みなどは，すべて大会ウェブサイト 

http://bsj.wdc-jp.com/2017/ 

を通して行います．詳細な情報や案内事項，参加

費などは大会ウェブサイトをご覧下さい． 

 

 本学会としては静岡での開催は初めてというこ

とで，多くの皆様のご参加をお待ちしております． 

本学にお越しいただくには，新幹線等を JR 静岡

駅で下車後，東海道線ののぼりで2駅目の草薙で

下車し，そこから徒歩で 15 分ほど，本数は少な

いですが，バスの便もあります．詳しくは本学の

ウェブサイトをご覧下さい．さて，今回の大会に

ついてですが，今年と同様に「特別講演：柳井レ

クチャー」，「ポスターセッション」，「ラウンドテ

ーブルディスカッション」等の開催を予定してい

ます． 

また，本年は，本学会の初代理事長の林知己夫

先生の生誕100周年にあたることから，林知己夫

先生に関係したセッションの開催を予定していま

す． 

大会日程の8月下旬から9月上旬でも，海外の

旅行者が多く静岡を訪れますので宿泊施設の予約

が埋まってしまうことがあります．ご講演やご参

加を申し込まれた方は，お早めに宿の手配をされ

ますよう，お気をつけください． 

静岡県立大学での開催が有意義な議論・講演と

なりますよう，実行委員会として最善を尽くして

お待ちいたしております． 

 

 

 

 

 

 

2017年度統計関連学会連合大会のお知ら

せ（第一報） 

 

    運営委員長 川崎能典（統計数理研究所） 

    実行委員長 白石高章（南山大学） 

    プログラム委員長 谷崎久志（大阪大学） 

 

1. 2017年度統計関連学会連合大会について 

 2017年度統計関連学会連合大会は，応用統計学

会，日本計算機統計学会，日本計量生物学会，日

本行動計量学会，日本統計学会，日本分類学会の

共催により，2017年9月3日 (日) から6日 (水) 

まで開催いたします．会場は南山大学名古屋キャ

ンパス 

（http://www.nanzan-u.ac.jp/Information/acces

s.html） 

で，初日の9月3日はチュートリアルセッション

および市民講演会を，9月4日から6日までは，

本大会として一般講演や企画セッション，コンペ

ティションセッション，ソフトウェアセッション

などの開催を予定しています． 

 

2. 一般講演や大会参加について 

 一般講演や参加の事前申込，報告集原稿提出は

今後開設するホームページ上で行います．一般講

演申込の締め切りを5月下旬（予定）とし，それ

以降に，報告集原稿提出および参加の事前申込の

締め切りを設定いたします．発表を計画されてい

る方は予定に組み込んでいただければ幸いです．

確定した期日や具体的な企画は，2017年3月上

旬ごろに発行予定の第二報でお知らせいたします． 

 

3. 各種企画について 

 本大会においても従来の大会と同様に，チュー

トリアルセッション，市民講演会，企画セッショ

ン（4月上旬に締め切りを設定予定），コンペティ

ションセッション，ソフトウェアセッションなど

を予定しています．何かご意見やご提案をお持ち

の方はプログラム委員会 

（kikaku2017(at)jfssa.jp）までお知らせください

（(at)を@に置き換えてください）．各種企画の詳

細は，第二報でお知らせいたします． 

 

 

 

 

http://bsj.wdc-jp.com/2017/
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運営委員会より 

 

第102回行動計量シンポジウム報告 

グローバル時代の地方再生-医療・ビッグデータを

用いた活性化‐ 

 

森 一将（文教大学） 

 

2016 年 11 月 27 日，文教大学湘南キャンパス

において第102回行動計量シンポジウム「グロー

バル時代の地方再生-医療・ビッグデータを用いた

活性化‐」が実施されました．当日は，学内外か

ら約150名の参加者が来場し，ビッグデータを中

心としてグローバル化における貿易問題，地域医

療幅広いテーマについて熱心な議論が行われまし

た． 

当日のプログラムは以下の通りです． 

 

・開会の挨拶 根本 俊男（文教大学学園 常務理

事） 

・基調講演 林 康夫（日本貿易振興機構（ジェト

ロ）顧問） 

「経済のグローバル化と地域創生」 

・講演１ 岩尾 聡士（藤田保健衛生大学 医学部 

教授） 

「CBMヘルスケアイノベーション IWAOモデ

ル ソーシャルフランチャイズ式ステーショ

ン整備と自立分散型データの利活用」 

・講演２ 難波 貴代（神奈川工科大学 看護学部 

教授） 

 「訪問看護ステーションの現状と課題 

  -介護状況からみたこれからの訪問看護ステー

ション-」 

・講演３ 森 一将（文教大学 経営学部 准教授） 

 「ビッグデータを用いた中高年の健康・心理の分

析」 

・講演４ 梅村 仁（文教大学 経営学部 教授） 

 「地方創生の現状と課題 -離島の挑戦を事例と

して-」 

・総合討論 

・閉会の挨拶 井之上 喬（京都大学 経営管理大

学院 特命教授） 

平成29年度研究部会の募集について（募集

期間延長） 

 

運営委員会委員長 

大森 拓哉（多摩大学） 

 

日本行動計量学会では，研究活動の活性化をは

かるため，研究部会を設け，活動経費の助成を行

っています．研究部会には，一定地域での研究推

進活動や研究普及活動を主な目的とする地域部会，

および，オリジナリティーに富んだ研究成果を挙

げることを目的とする研究グループがあります．

活動経費は，地域部会については1部会上限5万

円程度，研究グループは1部会5万円（採択件数

は優れた研究計画若干）です．地域部会について

は，都心部から東京近郊までを主たる活動地域と

する部会を考えておりません．平成29年度の研 

 究部会の募集を下記要領で行います．なお，採否

の審査結果は，4月初旬にお知らせする予定です． 

 

○提出書類（下記の内容を電子メールにてお送り

ください．）： 

(1) 地域部会：研究部会名，代表者，参加予定者

（会員・非会員別），助成希望金額，活動予定（こ

の順序で書くこと） 

(2) 研究グループ：研究部会名，代表者，参加予

定者（会員・非会員別），研究計画，活動予定（こ

の順序で書くこと） 

○応募締切：平成29年3月31日（金）必着 

○送付先（問合せ先）： 

日本行動計量学会運営委員会委員長 

大森拓哉 

ohmori@tama.ac.jp 

なお，研究部会に関する規約はWeb ページ 

http://www.bsj.gr.jp/bukai/bukai.pdf 

をご参照ください． 

  

 

 

 

 

 

 

http://www.bsj.gr.jp/bukai/bukai.pdf
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広報委員会より 

 

広報委員会委員長 

中山厚穂（首都大学東京） 

 

学会 Webページの整備・更新 

Webページの整備・更新を行いました．今回の

更新では，44回大会についてのお知らせや関連学

会，協賛イベントについての案内などの情報を中

心に更新いたしました．今後も会員の皆様に有益

な情報が提供できるよう引き続き Web ページの

整備・更新を行っていきたいと思います． 

 

メールニュースの配信 

 2016 年度のメールニュースの配信状況は下図

の通りです．毎月同程度の配信数で推移し，若干

の変動はありますがおおむね前年度の配信数と同

程度となっております． 

広報委員会では，会員に関係があると思われる

シンポジウム，セミナー，公募情報(賛助会員企業

の求人情報も含む)などの情報を含め，会員の皆様

から情報提を募集しております．広報依頼の受付

のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい． 

 

メールニュースの配信数 

 

学会 Facebookでの情報提供 

学会 Facebook では日本行動計量学会に直接関

係する情報について学会ホームページの新着情報

が更新された際に対応するお知らせ記事を投稿し

ています．お知らせや記事をご覧になりましたら

是非記事を「シェア」していただきますようお願

いいたします．「シェア」していただけますと情報

共有の面で有用と思います． 

 

その他の広報活動 

数年前から広報委員会では，学会大会の宣伝活

動を組織的に行っています．他学会のメーリング

リストでの案内やWebでの広報を可能な限り行

っていきたいと考えています．皆様の加入されて

いる学協会で，本学会の行事をご案内できる場と

してお薦めのものがございましたら，広報委員会

までご連絡ください．今後の広報活動の参考にさ

せて頂きます． 

 

大会担当委員会より 

 

大会担当委員会委員長 

松本 渉（関西大学） 

 

抄録のオンライン公開について 

本学会の大会において発行される日本行動計

量学会大会発表論文抄録集（以下，大会抄録集）

は，J-STAGEとメディカルオンライン（メテオ）

からオンライン上で公開します． 

 

〔J-STAGEからの公開〕 

第 44 回大会（2016 年度）以降の分について，

J-STAGEで公開する予定です． 

【補足】 

会報 146 号（2015 年 9 月号）でお知らせしま

したように，国立情報学研究所電子図書館事業

（NII-ELS）の終了にともない，CiNii からの公

開サービスが廃止されます．そのため，過去の本

学会の大会抄録集（43回大会分まで）についての

オンライン上の掲載先は，これまで利用してきた

CiNiiから，J-STAGE（旧J-STAGE Lite）へ移

行することになっています． 

※CiNiiからのオンライン公開サービス 

http://ci.nii.ac.jp/vol_issue/nels/AN10233727_ja.html 

（2016年度中に廃止予定） 

 

〔メディカルオンライン（メテオ）からの公開〕 

第44回2016年度分からメディカルオンライン

（メテオ）で公開するようになりました． 

※メテオからのオンライン公開サービス 

http://mol.medicalonline.jp/archive/select?jo=cm2kosho 
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第 43回大会，第 44回大会のラウンドテーブルセ

ッションを企画された方へのお願い 

ラウンドテーブルセッションは参加者間で議

論するセッションですので，過去の大会で扱った

同一テーマのセッションを企画頂いて問題ありま

せん．第43回あるいは第44回大会で議論し尽く

せなかったようなセッションもあるかと思います．

第 45 回大会でも同一または類似のテーマのセッ

ションを躊躇なく企画登録頂ければ幸いです．も

ちろん新しいテーマの企画のご提案も大歓迎です． 

 

【シリーズ海外レポート⑰】 

 

日越大学が開学！ 

 

鶴見 裕之（横浜国立大学） 

 

 2016 年 9 月，日越大学（Vietnam Japan 

University）が開学しました．おそらく多くの方

が「我が国に新たに大学が設置されたとしたら，

何かしらのニュースが耳に入るはずだが・・・そ

の様な名前の大学が開学したという話は聞いたこ

とがない」という感想を持たれたと思います．そ

れもそのはずで，日越大学は「日」「Japan」とい

う本邦の名称が大学名にはつきますが，日本では

なくベトナムの首都ハノイに開学した大学です． 

この日越大学の企業管理，いわゆるMBAプロ

グラムは横浜国立大学経営学部が幹事大学となり，

開講準備を進めてきました．本稿では日越大学と

このMBAプログラムについてご紹介したいと思

います．なお，下記に紹介する日越大学に関する

詳細は，設立を支援してきた国際協力機構の HP

にも詳しく紹介されています．ご興味のある方は

是非，そちらもご参照ください． 

 日越大学は 2010 年に出された「日本の協力を

得て，ベトナムに質の高い大学の設立を検討する」

という日越共同声明を出発点としており，両国政

府の主導でその構想が練られてきました．日越大

学は，持続可能な発展を続けたいベトナムと，多

くの企業がベトナムを魅力的な市場ととらえてい

る日本の，双方にとって必要な人材を育成する教

育機関としての役割を担うことを期待され，構想

されました．2014年にベトナム国家大学ハノイ校

の7番目の大学として日越大学を設置するという

ベトナム政府の決定を受け，以降，急ピッチで準

備が進められ，2016 年 3 月と 6 月に入学試験を

実施し，ベトナム国家大学ハノイ校に近いミーデ

ィン・キャンパスを整備し，9 月の開学に漕ぎ着

けました．2016 年 9 月 9 日にベトナムの首都ハ

ノイで開催された開学式には，第1期生となる修

士プログラムの新入生 72 名のほか，日越友好議

員連盟会長を務めている自民党の二階俊博幹事長，

国際協力機構の北岡伸一理事長，文部科学省の樋

口尚也政務官をはじめとする，開学を支援してき

た両国政府・議会関係者や企業・関連団体関係者

らが多数出席しました． 

2016年にスタートしたのは，修士課程の６プロ

グラム（地域研究，公共政策，企業管理，環境技

術，社会基盤，ナノテク）で，それぞれ東京大学，

筑波大学，横浜国立大学，東京大学／立命館大学，

東京大学，大阪大学が幹事大学となり，国際協力

機構の支援の下で，カリキュラム策定や教員派遣，

共同研究，大学運営等で協力を行っています．幅

広い視野を持つ人材を育成することを目的として，

文理横断型の教育プログラムが採用され，日本語

も必須科目としてカリキュラムに組み込まれてい

ます． 

先述の様に，MBA プログラムは横浜国立大学

経営学部が幹事大学となり，神戸大学等の協力を

得ながら，開講準備を進めてきました．50名以上

の応募者の中から選抜された 18 名の優秀なベト

ナム人学生が入学し，第一学期には主として語学

や基礎科目に取り組みました．テト（旧正月）明

けの第二学期から，専門のコア科目のコースが本

格的に始まります．第三学期には日本あるいはベ

トナムでのインターンシップが予定され，最後の

第四学期には修士論文の執筆に集中することにな

ります．国際協力機構の支援を得て，横浜国立大

学をはじめとする教授陣を短期あるいは長期にわ

たって日越大学に派遣し，他のプログラムと同様

に，ほぼ半分の授業は日本人教員によって提供さ

れる予定になっています． 

この修士課程に続いて，学士課程や博士課程も

順次，設立し，将来的には学生数6,000人規模の

総合研究大学を目指して，ハノイ近郊の「ホアラ
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ック・ハイテクパーク」の一角に新キャンパスを

建設する構想も計画されています．目下，これら

の構想に関する事前調査が実施されるとともに，

大学定款の起草，教員組織の拡充，大学運営体制

や研究体制の整備など，両国間の諸制度の違いを

乗り越え，両国友好関係のシンボルとして新たな

「Center of Excellence」へと発展を遂げることが

期待されています． 

 

謝辞：本稿の作成に当たり横浜国立大学経営学

部の松井美樹先生にご協力いただきました．ここ

に記して御礼申し上げます． 

 

鶴見裕之（つるみ・ひろ

ゆき） 

横浜国立大学経営学部

准教授 

立教大学大学院社会学研究

科応用社会学専攻博士課程

後期課程修了．博士（社会

学）．2004 年財団法人流通

経済研究所入所．2010年よ

り現職．2015年より当学会理事，広報委員，編集委員．  

 

 

関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

（開催日順に掲載） 

＊最新情報については各学会のホームページ等で

ご確認ください． 

 

☆第 11回日本統計学会春季集会 

開催日：2017年3 月5 日（日） 

開催場所：政策研究大学院大学 

http://www.jss.gr.jp/convention/spring11/ 

 

☆数理社会学会第 63回大会 

開催日：2017 年3 月14 日（火）・15 日（水） 

開催場所：関西大学千里山キャンパス 

http://www.jams-sociology.org/?cat=7 

 

 

☆2017年度日本計量生物学会年会・チュートリア

ル 

開催日： 2017 年 3 月 16 日（木）・17 日（金）

チュートリアル： 2017年3月17日（金） 

開催場所：中央大学後楽園キャンパス 

http://biometrics.gr.jp/annualmtg_2016/index.ht

ml 

 

☆応用統計学会 2017年度年会 

開催日：2017年3 月18 日（土）  

開催場所：中央大学後楽園キャンパス 

http://www.applstat.gr.jp/annual/index.html 

 

☆第 39回社会言語科学会研究大会 

開催日：2017年3月18日（土）・19日（日） 

開催場所：杏林大学井の頭キャンパス  

http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2 

 

☆日本発達心理学会第 28回大会 

開催日：2017年3月25日（土）～ 3月27日（月） 

開催場所：広島国際会議場 

http://www.i-product.biz/jsdp2017/ 

 

☆第 12回日本感性工学会春季大会 

開催日：2017年3 月29日（水）・30日（木） 

開催場所：学校法人上田学園 上田安子服飾専門

学校 

http://www.jske.org/taikai/jske12s/ 

 

☆日本計算機統計学会第 31回大会 

開催日: 2017年5月11日（木）・12日（金） 

開催場所: 東京理科大学神楽坂キャンパス 

http://jscs.jp/ 

 

☆日本方言研究会第 104回研究発表会 

開催日：2017年5月12日（金） 

開催場所：関西大学千里山キャンパス 

http://dialectology-jp.org/ 

 

☆日本語学会 2017年度春季大会 

開催日：2017年5月13日（土）・14日（日） 

開催場所：関西大学千里山キャンパス 

https://www.jpling.gr.jp/taikai/futere_meetings/ 

 

http://www.jss.gr.jp/convention/spring11/
http://www.jams-sociology.org/?cat=7
http://biometrics.gr.jp/annualmtg_2016/index.html
http://biometrics.gr.jp/annualmtg_2016/index.html
http://www.applstat.gr.jp/annual/index.html
http://www.jass.ne.jp/another/?page_id=2
http://www.i-product.biz/jsdp2017/
http://www.jske.org/taikai/jske12s/
http://jscs.jp/
http://dialectology-jp.org/
https://www.jpling.gr.jp/taikai/futere_meetings/
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☆AAPOR 72nd Annual Conference 

開催日：2017 年5月18日～21日 

開催場所：New Orleans 

http://www.aapor.org/Conference-Events/Annu

al-Meeting.aspx 

 

☆日本認知心理学会第 15 回大会 

開催日：2017年6月3日（土）・4日（日） 

開催場所：慶應義塾大学三田キャンパス 

https://confit.atlas.jp/guide/event/cogpsy2017/to

p 

 

☆日本マーケティング・サイエンス学会第 101回

研究大会  

開催日：2017年6月17日（土）・18日（日） 

開催場所：慶應義塾大学三田キャンパス 

http://www.jims.gr.jp/index.php 

 

☆第 26回日本健康教育学会学術大会  

開催日：2017年6月24日（土）・25日（日） 

開催場所：早稲田大学早稲田キャンパス 

http://nkkg.eiyo.ac.jp/cn26/ichiran.html 

 

☆日本言語学会 154回大会 

開催日： 2017年6月24日（土）・25日（日） 

開催場所：首都大学東京 

http://www.ls-japan.org/ 

 

☆Joint 17th World Congress of International 

Fuzzy Systems Association and 9th  

International Conference on Soft Computing 

and Intelligent Systems 

（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2017年6月27日（火）～30日（金） 

開催場所：ピアザ淡海（大津） 

http://ifsa-scis2017.j-soft.org/index.html 

 

☆WAPOR 70th Annual Conference  

開催日：2017年7月15日（土）～17日（月） 

開催場所：Lisbon, Portugal  

http://wapor.org/ 

 

 

☆The 2017 conference of the International 

Federation of Classification Societies 

(IFCS-2017)（日本行動計量学会協賛） 

開催日：2017年8月8日～10日 

開催場所：東海大学高輪キャンパス 

http://ifcs.boku.ac.at/_conference/index.php/ifcs

2017/ifcs2017 

 

☆第 49回日本医学教育学会大会  

開催日：2017年8月18日（金）・19日（土） 

開催場所：札幌コンベンションセンター 

http://www.c-linkage.co.jp/jsme49/index.html 

 

☆2017 IACAT Conference 

開催日：2017 年8 月18 日（金）～21 日（月） 

開催場所：朱鷺メッセ 

http://iacat.org/2017-iacat-conference-niigata-japan 

 

☆第 58回日本社会医学会総会 

開催日：2017年8月19日（土）・20日（日）  

開催場所：北海道医療大学当別キャンパス 

http://jssm.umin.jp/index.html 

 

☆日本テスト学会第 15回大会 

開催日：2017年8月19日（土）・20日（日） 

開催場所：東北大学・萩ホール 

http://www.jartest.jp/ 

 

☆The 21th IEA World Congress of 

Epidemiology(WCE2017) 

開催日：2017 年8 月19 日（土）～22 日（火） 

開催場所：大宮ソニックシティ 

http://wce2017.umin.jp/index.html 

 

☆日本看護研究学会第 43回学術集会 

開催日：2017年8月29日（火）・30日（水） 

開催場所：東海市芸術劇場 

http://www.jsnr43.jp/ 

 

☆2017 年度統計関連学会連合大会 （日本行動計

量学会共催） 

開催日：2017年9月3日（日）～6日（水） 

開催場所：南山大学名古屋キャンパス 

http://www.jfssa.jp/ 

http://www.aapor.org/Conference-Events/Annual-Meeting.aspx
http://www.aapor.org/Conference-Events/Annual-Meeting.aspx
https://confit.atlas.jp/guide/event/cogpsy2017/top
https://confit.atlas.jp/guide/event/cogpsy2017/top
http://www.jims.gr.jp/index.php
http://nkkg.eiyo.ac.jp/cn26/ichiran.html
http://www.ls-japan.org/
http://ifsa-scis2017.j-soft.org/index.html
http://wapor.org/
http://ifcs.boku.ac.at/_conference/index.php/ifcs2017/ifcs2017
http://ifcs.boku.ac.at/_conference/index.php/ifcs2017/ifcs2017
http://www.c-linkage.co.jp/jsme49/index.html
http://iacat.org/2017-iacat-conference-niigata-japan
http://jssm.umin.jp/index.html
http://www.jartest.jp/
http://wce2017.umin.jp/index.html
http://www.jsnr43.jp/
http://www.jfssa.jp/
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☆第 26回日本パーソナリティ心理学会 

開催日：2017年9月7日（木）・8日（金） 

開催場所：東北文教大学 

http://conference.wdc-jp.com/jspp/26/ 

 

☆第 27回日本家族社会学会大会 

開催日：2017年9月9日（土）・10日（日） 

開催場所：京都大学吉田キャンパス 

http://www.wdc-jp.com/jsfs/ 

 

☆第32回国際心理学会（The ICP 2017） 

開催日：2017年10月5日～6日 

開催場所：Prague, Czech Republic 

https://www.waset.org/conference/2017/09/prague/ICP 

 

☆日本教育心理学会第 59回総会  

開催日：2017年10月7日（土）～9日（月・祝） 

開催場所：名古屋国際会議場 

http://www.edupsych.jp/ 

 

☆日本国際政治学会 2017年度研究大会 

開催日：2017年10月27日（金）～29日（日） 

開催場所：神戸国際会議場 

http://jair.or.jp/ 

 

☆日本社会心理学会第 58回大会 

開催日：2017年10月28日（土）・ 29日（日） 

開催場所：広島大学東広島（西条）キャンパス 

http://www.socialpsychology.jp/ 

 

☆計量国語学会第 61回大会  

開催日： 2017年9月30日（土） 

開催場所：武蔵大学江古田キャンパス 

http://www.math-ling.org/ 

 

☆日本マーケティング・サイエンス学会第102回研究大会  

開催日：2017年11月2日（土）・3日（日） 

開催場所：電通本社ビル 

http://www.jims.gr.jp/index.php 

 

☆第 90回日本社会学会大会  

開催日：2017年11月4日（土）・5日（日） 

開催場所：東京大学本郷キャンパス 

http://www.gakkai.ne.jp/jss/meeting/ 

会員の著書等 

木下 冨雄『リスク・コミュニケーションの思想と技

術―共考と信頼の技法』，ナカニシヤ出版，2016年

9月 

 

 

Richard J. Estes & M. Joseph Sirgy（編）（猪口

孝会員がChapter10を共同執筆）The Pursuit of 

Human Well-Being: The Untold Global History. 
Springer，2017年 1月． 

 

 

Inoguchi, Takashi & Tokuda, Yasuharu（編）

Trust with Asian Characteristics. Springer，

2017年 3月． 

 

 

http://conference.wdc-jp.com/jspp/26/
http://www.wdc-jp.com/jsfs/
https://www.waset.org/conference/2017/09/prague/ICP
http://www.edupsych.jp/
http://jair.or.jp/
http://www.socialpsychology.jp/
http://www.math-ling.org/
http://www.jims.gr.jp/index.php
http://www.gakkai.ne.jp/jss/meeting/
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学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ

論文として投稿して下さい．お待ちしておりま

す． 

和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田 2-15-45 

慶應義塾大学経済学部 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻 No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

Editorial Manager からご投稿下さい． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/defa

ult.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻 No. ,YY: 論文の開始ページNo.  

(ISSN)0385-7417（print version） 

(ISSN)1349-6964 （electronic version） 

 

 

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技

術振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学

会欧文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行

動計量学」に掲載された論文記事を創刊号(1974

年)に遡って電子化し，JSTで運用している電子

アーカイブサイト J-STAGE にて全文公開(無償

での公開)しております．電子アーカイブ化・公

開には，創刊号からの掲載論文の著作権行使（全

文電子公開）同意を論文著者から得る必要があ

ります．1999年の総会以降刊行された論文につ

いては，著作権は日本行動計量学会に帰属する

よう規定が明確に定められましたが，それ以前

に掲載された記事等の著作権は，明確に定めら

れておりませんでした．電子化し公開するに当

たっては，各論文の著者全員に，本学会への著

作権委譲についての文面をお送りし，多くの著

者のご了解をいただきました．現在までにお返

事をいただいていない著者の論文は，本来は著

者からの権利委譲を待つべきですが，「行動計量

学」「Behaviormetrika」それぞれ全体の研究上

の利便性，研究者の利用の便宜等を考えて，す

でに電子化公開しております．著作権委譲につ

いてお返事をいただいていない著者で，電子化

し公開することが不都合とお考えの方は，和文

誌，欧文誌それぞれの編集委員会までご連絡下

さるようお願いいたします．公開を中止するな

ど，学会として誠意をもって対応いたします．  

なお，著作権委譲について行いました手続き

等は会報 123 号（2009 年）に掲載され，学会

の WEB ページの「学会誌」の「著作権規定」

の欄 

http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

 また，「Behaviormetrika」は，2017 年 1 月

発行の Volume 44, Number 1 よりシュプリン

ガー・ジャパン社からの出版になりました．こ

れに伴って Volume 44, Number 1 以降はシュ

プリンガー・ジャパン社の Web site において公

開されます（非会員には有償）．Volume 43, 

Number 2 以前に掲載された論文は，従来通り

JST で運用している電子アーカイブサイト

J-STAGEにて全文公開されます． 

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html
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ご連絡 

日本行動計量学会会員数（2017年2月1日現在） 

正会員       ： 774 名 （海外 6 含む） 

準会員       ： 63 名  

名誉会員      ： 17 名  

賛助会員      ： 21 社  

シニア会員     ： 30 名  

計         ： 905 名  

学会誌等寄贈先 ： 6 件  

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳し

くは，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録

されたアドレスにメールニュースを配信してい

ます．メーリングリストへメールアドレスを新

規登録，変更，削除（メールニュースの配信停

止）される場合は，ご自身で，「会員向けメーリ

ングリスト：登録・サービスの詳細」のページ 

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがい，マイペー

ジにログインして作業を行って下さい．よろし

くお願いします． 

（注意）2013 年 12 月中旬より配信システムが

変更されています． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用の

パスワード＞を使用してログインします． 

 

 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会 Web ページの「会員のみなさまへ」の会

報の「最新版」，「バックナンバー」および「過

去のメーリングリストアーカイブ」（過去のメー

ルニュース）のページにアクセスする際には，

以下のユーザー名とパスワードの入力が必要と

なります． 

ユーザー名：bsj  

パスワード：1973 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企

業・団体の求人情報は，ご依頼に応じて会報や

メールニュースの記事としての掲載および学会

ホームページからのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であって

も，当該企業・団体が非会員の場合，かつ大学

及びそれに準じた組織（国立研究機関等）でな

い場合には，求人情報を記事として配信するこ

とはできません．配信を希望される場合には，

事前に賛助会員になって頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，

賛助会員であるか，また求人広告かどうかにか

かわらず， お引き受けしています．後述する方

法でお申し込みください． 
 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，

以下で受け付けています．ただし，広告は，学

会の目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 

 

 

 

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html
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会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された

著書(会報発行日に出版後 2 年を経過しないも

の)や，会員に関係があると思われるシンポジウ

ム，セミナー，公募情報(賛助会員企業の求人情

報も含む)などの情報を含め，会員の皆様から原

稿を募集しております．広報依頼の受付のペー

ジ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011 年度に，

日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」

が創設されました．出版賞は，過去 3 年程度の

間に会員によって刊行された優れた図書の著

者・訳者が対象となっています．本会報の「会

員の著書等」の紹介コーナーは，会員の方々が

著書等を出版されたことをアピールできる数少

ない場であると思いますので，優れた書籍の推

薦や情報などをお寄せ下さいますようお願いい

たします．なお，会員の方がご自身で出版され

た著書についてご連絡いただく際には，書誌情

報とともに(出版社から入手した)書影を後日お

送りいただきますので，ご準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号153号の場合には4月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載すること

が可能です．それ以降に届いたものにつきまし

ては，内容を判断した上で，次号に回させてい

ただきますのでよろしくお願い申しあげます． 

不明な点などございましたら，上述の広報依

頼の受付のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲

載は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様におかれましては，

紙面を借りて，お礼申し上げます．お忙しいと

ころ，ありがとうございました． 

今後も，これまでと同様に皆様からのご意見

をお伺いしながら，皆様のお役に立てるような

魅力ある充実した会報となるように努めていき

たいと考えております．ご意見，ご要望，その

他会報に掲載すべきと思われる情報などござい

ましたら広報依頼の受付のページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 

より，ご連絡下さいますようお願い申し上げま

す． 

(おざき こうけん，尾崎 幸謙) 
 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：中山厚穂 

会報作成担当： 尾崎幸謙，阿部貴人，上野雄史，

宇佐美慧，江口幸治，川端一光，

木村邦博，清水裕士，鶴見裕之，

朴堯星，藤田泰昌，山本倫生 

相談役：松本渉 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html
http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html

